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学 会 ト ピ ッ ク ス

第 32回 日本ア フ ェ レ シス 学会学術大会印象記

三 　和　奈穂子

東京女子医科大学血液浄化療法科

　平成 23 年 9 月 30 日，10 月 lE
，

10月 2 日に第 32

回 日本 ア フ ェ レ シ ス 学会学術大会が 秋葉　隆大会長 の

もと，「ア フ ェ レ シ ス 医療の 今 凵 と明 日」を メ イ ン テ

ー
マ に掲げ東京都千代田 区都市セ ン ター

ホテ ル にて 開

催 され ました．

　今回は大震災 の影響の ため演題募集開始当初は 集ま

りが悪 く，例年通 り開催で きる か 不安があ りま した．

しか し評議員 をは じめ とする多 くの 先生方の ご助力に

よ り， 最終的には特別講演 3 題，シ ン ポ ジウ ム 31題，

教育講演 4 題，ワ
ー

ク シ ョ ッ プ 37 題 ，
Late　breaking

clinical 　trial　3題 技 術講 習会 7 題，イ ブ ニ ン グ デ ィ

ベ ー ト4 題，モ
ーニ ン グセ ミ ナー 1題 ，ラ ン チ ョ ン セ

ミナ
ー 11題，

一
般演題 77 題 で 総計 178題 と多 くの 企

画を組む こ と が で きま した ．学会当日 は，幸い 天候に

も恵まれ学会参加者数は 900名を超 え，各会場で は熱

気 をお びた討議が もた れ ました．

　大会長挨拶 の あと，米川元樹先 生 （札 幌北楡病院）

よ りア フ ェ レ シ ス に おけ る諸治療算定 の ため の 実態調

査に つ い て ア ン ケ ート結果 の 報告があ り，そ の 結 果 に

基 づ き平成 24 年 の 診療報酬改定 の 際 に は処 置 料 を

4，800点で要望す るとまとめ られ まし た．

　今学会 で は新 しい 企画 として ，イブ ニ ン グデ ィ ベ
ー

トを取 り入 れ ま した．「DFPP に お け る 低 ア ル ブ ミ ン

血症 を避 け る」 とい うテ ーマ の もとで 阿岸鉄三 先生

（東京女子医科大学名誉教授）か ら DFPP の 原 理 と あ

る使用条件下 にお い て お こ る低 ア ル ブ ミ ン血症に つ い

て の 対応 に つ い て
， 峰島 三千男先生 （東京女子医科大

学臨床工 学科）か ら治療中にお こ る循環血漿量 の 減少

とい う水分移動を加味 した 新 たな compartment 　mod −

el を用 い た置換液量 ・濃度設 定法 を，古賀伸彦先生

（新古賀病院循環器 内科）か ら recirculation 法を用 い

た modi 且ed 　DFPP を，久木田和 丘 先生 （札 幌北 楡病

院）か らは cryo 丘ltrationにおけ る二 次 フ ィ ル タ ー洗

浄法 の 改良に つ い て ご講演い ただ き ， それ らに対 し会

場 の 参加型 の活発な議論が 行わ れ ました．セ ッ シ ョ ン

の 時間は 150分と今学会最長で したが ， 議論 を交 わす

うち瞬く間に過ぎて い きました ．

　 特別講演で は 3 人の 先生 に ご講演をお願 い い た しま

した．

　 Asian　Sessionを開催する こ と は で きなか っ た の で

す が，HE 　YANI 先生 （Third　Military　Medical 　Uni−

versity ）よ り 「中国の 血液浄化治療 の 状況」に つ い

て ご講演をい ただ きました．中国 で は透析患者が こ こ

1〜2 年 の うち に は 30 万 人 に達 し よ うと し て お り，日

本 が世界第 3位に落ち る 日も近 く躍進する ア ジ ア の 力

を感じました．

　 山中寿先生 （東京女子医科大学膠原病 リウマ チ痛風

セ ン ター）よ り関節 リ ウ マ チ 治療の Care か ら Cure

へ の パ ラダイ ム シ フ トを生物学的製剤だけで なく，ア

フ ェ レ シ ス も交えて ご 講演 い ただ きま し た．そ の 後 の

ワ ーク シ ョ ッ プで もリウマ チ治療に おける ア フ ェ レ シ

ス 治療の 位置付け につ い て 豊富な経験が披露されまし

た．

　急 性血液浄化の 分 野 に も焦点 を当 て，シ ン ポジ ウ ム ，

ワーク シ ョ ッ プ，お よ び特別講演 を組み ま した．

　Cruz 先生 （Department　of　Nephrology．　San　Bortolo

Hospital）をイ タ リ ア よ り招聘 し，特 別講 演 「EX −

TRACORPOREAL 　THERAPIES 　IN　SEPSIS」 を ご講

演 い ただ き，また，救急領域に お け る ア フ ェ レ シ ス と

して 現在の 救急 領域に お け る 血液浄化 の 最新 事情を，

また，サイ トカ イ ン 除去療法の 展 開 と して こ れか らの

救急領域 にお ける 血液浄化の 進む方向を，各分野 の専

門の 先生方 よ り話題提供 をい た だ き ， 活発 な討論が さ

れ ま した．一
般演題 に お い て も，エ ン ドトキ シ ン 血症

や多臓 器不全 へ の 血 液浄化の 多 くの 症例が報告 され，

こ の 分野 の ア フ ェ レ シ ス の有効性が 示され た よ うに考
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写真 1　挙会 会場風 景

え ます．

　その 他．医療安公や 分 離技術 の 基礎 と臨蜜，嵌 自結

合型碾毒素の 効率的な除去，炎薙：性腸疾患 ， 籔イ｛全
・

肝 炎， 神経，皮膚，心臓．臀臓 。移桶．小児 と多波に

わたる分野 で の ア フ ェ レ シ ス治療最繭線 も数 多く報 告
・

され ．ア フ ェ レ シ ス療法の 更な る 擁能性が活 発 に 議論

され ました．多 くの 先隼 方の こ騨験 を ご発表 を拝聴 し

大 変勉彊 にな りまし た．

　技徳
：

講習会も ？題 を闘簾し，講緬 の 先生 ］∫には非常

にわか りやすく，また 実践的 な ご 揖導 をい た だ き，こ

れか らの ア フ ェ レ シ ス を担 うコ メ デ ィ カル の 育 1艾に も

藁獄で きた の で は な い か と考え て お 1〕 ます．ア フ ェ レ

シ y， は．医師と ロ メ デ ィ カ ル の チ ー
ム 連携が蒜常1こ重

要で あ り，技 ｛賑篝習 に よる チ ーム 全体の 技衛力向 hは，

写 真 2　ご挨拶 される大会長
・
秋葉　騒先生

必 要不 口∫欠で あ る こ とを本講習公 を拝聴 して 実感い た

しまし た ．

　モ ーニ ン グ，ラ ン チ 三 ン，イ ブ ニ ン グ ヂ イ ベ ート等

の セ ミナ ーも．学朝ある い は ダ霧遷 くまで，多 くの 光

生寿に ご 参擁い ただ き，非常に 盛況 で あ ｝｝
， 演 者の 先

生 タ∫や 共熊の 企業 の メ∫に も大変感講 してお 1｝ます．

　懇親会も，葭年の よ ろ なキ ャ ラ ク ター一
の 骨 プ ラ イズ

は あ ；｝ませ ん で したが．会 員の 方 々 に多くご参蝋 い た

だ きまし た．また Cr麗 先生 1こ もこ 参駁［い ただ き．交

友そ し て情報交換 の 場 として 、楽 しん で い た だけ た と

思 い ます．

　第 33 回大 会 は 平 成 24 年 1］ 導 〜〜臼〜10 昼 に 長崎

（大 会長 ：松尾秀穂先生、覇 歳病 院機搆長崎斜糊医療

セ ン ター禅経内科 ｝ で ｝｝蕁篋され る こ と に な っ て お 1］ま

す．
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